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農 村 民 の 医 学 的 研 究
第2報 ;岡山県西南部2-3の農村に於ける
甲状腺腫の腫大度ご頻度に就いて
蘇
岡 山大 学 温 泉 研 究 所 内科
永
1緒 言
地方病性甲状瞳位に就いては,本邦関係で
は滴洲,1) 台湾2) はしばらく措き,武円数段
及び其の一門 3)によって北海道にその存在
が認められているが,最近七条教授4㌧ 中村
教授5)その他により,本邦の群馬県下並 び
に四国地方その他にも地方病性甲状幌隆と考
うべきものの存在することが清澄に討議せら
れるに至った･中国地方では,常研究所 音
別博士6)の鳥取県中部の放射能泉地帯に於け
る甲状腺腫の調査の外,村上氏等7)の広島県
i:の報告及中風 Lll田氏8)の作州地方に於け
る報告を見るに過ぎない.
筆者は嘗って岡山県矢掛病院在暇中,農村
尺の医学的研究の一環として 岡山県西南部
の2-3の農村在住者のrP軟膜涯の腫大慶と
頻度に就いて調査したので,その成績を報告
する.
2 調査の方法と対象
甲状隠腫大慶の測定基準は七条教授の分類
記戟法9)によった(第1表).而して同教授はこ
の基準の丑～皿慶 及びそれ以上を以て甲状隠
陸と見徹すのが安富であると述べている･
調査の対象は 昭和25年4月下旬,定期身
体検査の際に調査を行った矢掛小学生706名
(内,男331名,女375名)及び仝年5月中旬
諦査した矢掛中学生774名 (内,男377名,女
397名)計1480名と,昭和25年3月から9月
迄の問に岡山県矢掛病院外来を訪れた患者並
びに矢掛町及びその近郊の在住者1516名 (内,
男 657名,女 859名)で総計2996名である･
(矢掛中学生中には矢掛町 及び隣倭の川面,
第 1表 甲 状 腺 定 測 定 基 準 (七条教授による)9)
坐 位 叉 は 立 位 に 於 い て
(1)頭部を後方に曲げて甲状軟骨部を前方に突きFIiさせ甲状瞳の触知を最も
容易ならしめても佃之を根知し得ないもの
(2)(1)の位置に於いて甲状瞳を触れうるものでその形状を
(a)槻診し得ないもの
(b)僅かに硯診しうるもの
(C)明らかに班診しうるもの
(3)頭部を正常位に保つ時甲状瞳を
(a)僅かに硯診しうるもの
(b)明確に親診しうるもの
(4)頭部を正常位に床つ時,甲状瞳瞳大が著明で腰痛状に隆起
(前方に突出)しているもの
(5)甲状昧腫甚だしく大なるもの
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中川両村学童を含む).
3 調 査 の 成 績
(1)畢童の甲状腺腫の腫大度と頻度
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第2表に示す如 く,Ⅰ～Ⅱ慶及びそれ以上の
頻度は 小学生に於て男は0.6%,女は3.5%
で男女平均2.1%,性比1.･5.8,又,中学生
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第 3蓑 外 来 患 者 及 び 農 村 居 住 者 の 甲 状 腺 腫 の 曜 大 慶 と頻 度
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であった.
(2)一般外来患者及び農村居住者の
甲就腺腫の腫大鹿と頻度
第3表記故の如くであって,Ⅰ～Ⅱ度及び
それ以上,即ち二LE常窺位で外から甲状瞳の隆
大の窺えるものの頻度は 調査総人員につい
て 男 1.4%,女7.2%,男女平均4.7%で
性比は1:5.1であった.年令別にみ ると10
-14年に10.5% (男10%,女10.9%)に認め
られ,最高頻度を示し,年令の進むと共に減
少している.筒,青田氏6)のいう触知率 (Ⅰ度
以上合計の%に相雷)は調査総人員について
男55.7%,女84.3%,男女平均72.0%で性比
は1:1.5,年令別では10-14年に最も多く,
それより年長或いは年少になるに従い減 じて
いる.
叉,夏期 (6月～8月1の調査では甲状隠性
甘～且度及びそれ以上の頻度は男0.7%(297名
中2名),女4.5% し442名中20名),男女平均
2.98%で 春期 (3月～5月)の男2.4% (295
名中7名),女11.5% (322名車37名)男女平
均7.8%よE)小で 両者の問に有意差を認め
ることが出来る.
Ⅱ慶 及びⅣ慶の7例につき白血球像を調べ
た成績は第4表の如 くであった.
第 4表 甲 状 腺 腫 息
4考 察
(1)今回,調査の対象となったのは,山陽
線笠岡の北方約15km.を東方に流れる小田川
(高別 けの支流)沿いの地域の在 住者 並学
葺,絵討2996名である.訪地方は地質学的に
は火絹岩帯で,10)附近に鬼ケ跡 見泉 (単純
硫化水素泉)の湧出を見,住民の大部分は農
訓に従事L食管隈として特記すべきものはな
＼＼.
既述の如 く,中国地方に於ける甲状瞳隆の
調査は,音 FIi6)(鳥取),村上7)(広島), 中
原81(作州)氏の報嘗以外にない.筆者 の調
査は限られた範囲の成績ではあるが,岡山県
下 (備中)に於ける調査報昔として,本邦に
於ける此種調香の稀江な現在,一つの基本資
料を提供するものと考える.何此の調査では
殆んどが単純性甲状晩魔と認められた･
(2)岡山県西南部の2-3農村学童の甲状隠
涯の頻度は4.6%で,七条教授9)による藤沢
市の陽性率1.9%,村上氏の広島県下の成績
よめ高率であるが (藤沢市の成績とは危険率
0.041で有意差を認めた),七条教授等の群馬
斯下の13ケ阿J村11(最低は伊香保の6.13%一
筆者の成績と危険率5.5%で有意差を認めう
ち-最高は沢田村の29.95%,平均11.10%一
聾者の成績とは危険率1%以下で有意),長野
者 の 末 梢 血 液 像
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農 村 民 の 医 学 的 研 究 (2)
願協和村 (22.4%),船橋市 (18.3%),水戸
請 (8.3%)早,叉,田部数襟 12)(80%),中
村教授5)し20.5-60%)の四国に於ける成績,
頁に青田氏による鳥取野中部の放射能泉地背
の陽性率 (24.0%)の何れよりも低 く,七条
教授等による静岡執_pBl南村の調査成績と略々
同率であった.
(3)生体の生理機能が季節的変動を示すこ
とは,最近 久野教授等13)の明らかにせられた
所であるが,｢lj状瞳の機能も叉富然季節的影
響を蒙ることは想像に難 くない･Morgans,
M.E.etal.14) も甲状悦機能が春季に先進 す
ると述べている.外来患者並びに一般性民の
夏季 (6月～8月)の調査に於ける甲状隠厘の
頻度は2.98%で,春季 (3月～5月)の7.8%
よE)小であったが,群馬据下の甲状腺腫の頻
度も夏に少いともへう.111
従って甲状腺腫の調査には季節を考慮する
必要があろう.
中村教授及び門下の矢部氏15)は単純 性甲
状膜性10例中6例に赤血球数並びに白血球数
の軽度の増加を認め,白血球像では特に好塩
基球の増加 (1%以上のもの46.7%)と大単
板球の減少を報告している.筆者の調査した
55
7例では (第4表),白血球数の増加を示すも
の多く(71%),好酸球増多は2例,1例にプ
ラスマ細胞の出現をみたが,好塩基球の増加
は証明出来なかった.而して此等の所見は何
れも寧ろ医治を乞うに至った原疾患に因るも
のと考えるのが至当であろう.
5 結 論
(1)岡山取西南部の2-3の農村在任の学童
1480名と一般住民並びに矢掛病院内科外来の
受診者1516名と 総封2996名について単純性
甲状海産の麓大慶と頻度を調査した･
(2)学童の単純性甲状腺瞳は4.6%に認め
られ,一般住民では4.7%の陽性率 で あっ
た.
(3)本調査に於て甲状幌慶大の頻度は夏季
には春季よ9小であり,従って甲状晩渡の調
査には当然季節を考慮すべきであることを知
った.
(4)7例 の末櫓血液白血球像の検索では特
記すべき所見を得なかった･
御校閲を賜った 恩師 大島教授に衷心より
感謝D意を表する･
本報告の要削ま 昭和75年10月22日,算 5回
日本内科学会中国四国地方会で発表 した･
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Theauthorinvestigatedthethyroidglandsof1480schoolchildren(agedfrom
6to14)livinginthevicinityofYakage,thesouth-WesternruraldistrictofOkayama
Prefecture,and15160uLpatientsofYakageHospital,in1950.
Theincidenceofstrumaamongtheschoolchildrenwas4.6percentandamong
theouトpatients4.7% onanaverage,andthepercentageofstrumain thespring
(7.8%)washigherthaninthesummer(2.98%).Thisresultsuggeststhatthyroid
glandsareinsomewaysusceptibletoseasonalinfluences,anditisthereforeneces-
sarytoconsidertheeffectofseasonduringInvestigation.
Thewhitebloodpicturesofsevenpatientsshowednospecificfindings.
